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紹
介
と
批
評

李
　
　
新

孫
思
白
主
編

『
民
国
人
物
伝
』
第
一
巻

一

　
本
書
は
、
一
九
七
八
年
に
中
国
で
出
版
さ
れ
た
中
華
民
国
期
の
人
物
伝
で
あ

る
。
こ
こ
で
い
う
中
華
民
国
期
と
は
、
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
四
九
年
に
い
た

る
時
期
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
さ
ら
に
、
民
国
創
立
期
（
一
九
〇
五
～
一
九
一
二

年
）
、
北
洋
軍
閥
政
府
の
反
動
統
治
時
期
（
一
九
一
二
～
一
九
二
七
年
）
、
国
民
党

政
府
の
反
動
統
治
時
期
（
一
九
二
七
～
一
九
四
九
年
）
に
分
か
れ
る
。
本
書
は
、

こ
の
時
期
に
活
躍
し
た
六
五
人
の
人
物
の
伝
記
を
収
録
し
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
各
人
物
の
執
筆
者
の
名
前
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　
本
書
は
、
そ
の
内
容
と
と
も
に
、
そ
れ
が
出
版
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
よ
つ

て
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
が
今
日
の
中
国
で
出
版
さ
れ
た
背
後
で
は
、

こ
れ
ま
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
民
国
史
の
研
究
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
中
国
に
お
け
る
民
国
史
研
究
の
計
画
を
紹
介
し
、
そ

の
意
義
を
論
じ
る
な
か
で
、
本
書
の
内
容
を
検
討
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

　
　
　
二

　
「
前
言
」
に
よ
る
と
、
す
で
に
一
九
七
二
年
八
月
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
　
　
（
一
四
七
二
）

研
究
所
は
中
華
民
国
史
編
纂
の
任
務
を
ひ
き
受
け
、
執
筆
の
計
画
を
作
成
し
た
。

そ
の
計
画
は
、
中
華
民
国
史
と
三
種
類
の
資
料
（
中
華
民
国
大
事
記
、
中
華
民
国

人
物
誌
、
中
華
民
国
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
特
定
の
問
題
に
か
ん
す
る
資
料
）
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
中
華
民
国
人
物
誌
は
、
人
物
伝
、
人
名
辞
典
、
人
物

表
か
ら
な
る
。
本
書
は
、
中
華
民
国
人
物
誌
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
七
八
年
九
月
と
い
う
日
付
を
附
し
た
（
こ
の
日
付
自
体
は
、
い
か
な
る
理

由
に
よ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
矛
盾
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
書
の
印

刷
．
出
版
が
｝
九
七
八
年
八
月
と
な
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）
『
民
国
人
物
伝
』
の

「
選
録
草
案
」
は
、
本
書
に
収
録
す
べ
き
人
物
の
選
択
基
準
を
以
下
の
一
七
項

目
に
わ
た
つ
て
列
挙
し
て
い
る
。
（
一
）
清
末
（
一
九
〇
五
年
以
後
）
反
動
統
治
階

級
の
な
か
の
重
要
人
物
。
（
二
）
一
九
〇
五
年
以
後
の
重
要
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命

家
、
同
盟
会
の
革
命
活
動
の
な
か
で
犠
牲
に
な
つ
た
著
名
な
烈
士
。
（
三
と
九

〇
五
年
以
後
の
、
人
民
が
自
ら
行
な
つ
た
反
帝
・
反
清
闘
争
の
な
か
の
著
名
な

指
導
者
と
烈
士
。
（
四
）
一
九
〇
五
年
以
後
の
改
良
派
の
重
要
人
物
。
（
五
）
中
華

民
国
成
立
後
の
各
主
要
党
派
、
政
治
団
体
の
指
導
者
と
主
要
な
活
動
分
子
。

（
六
）
歴
代
の
「
国
会
」
と
「
国
会
」
に
相
当
す
る
各
種
の
代
表
会
議
（
都
督
府
代

表
連
合
会
、
蒋
介
石
の
国
民
代
表
大
会
な
ど
）
の
議
長
、
副
議
長
、
重
要
な
議
員
。

（
七
）
北
洋
軍
閥
政
府
首
脳
と
総
理
全
員
、
お
よ
び
、
政
府
各
部
部
長
と
次
長
、

都
督
、
都
統
、
省
長
の
な
か
の
重
要
人
物
。
（
八
）
護
国
、
護
法
、
国
民
政
府
時

期
の
南
方
の
歴
代
政
府
の
首
脳
と
重
要
な
部
長
、
軍
長
、
師
団
長
。
（
九
）
北
洋

軍
閥
統
治
時
期
の
民
間
闘
争
中
の
著
名
な
人
物
。
（
十
）
国
民
党
政
府
の
首
脳
全

員
。
重
要
な
院
長
、
部
長
、
省
長
、
市
長
。
軍
人
は
重
大
な
政
治
事
件
に
密
接
に

関
与
し
た
集
団
軍
司
令
、
軍
長
、
師
団
長
等
に
限
ら
れ
る
。
特
務
機
関
の
主
要



な
首
領
。
（
十
こ
蒋
介
石
国
民
党
の
反
対
派
政
府
の
重
要
人
物
。
（
十
二
）
偽

「
満
洲
国
」
な
ど
六
つ
の
偲
儲
政
権
の
悪
名
高
い
漢
好
。
（
十
三
）
中
国
で
直
接

侵
略
活
動
を
行
な
つ
た
重
要
な
帝
国
主
義
分
子
。
主
要
な
「
外
国
顧
問
」
。
（
十

四
）
金
融
界
、
工
商
業
界
の
有
名
な
資
本
家
、
お
よ
び
そ
の
主
要
な
代
理
人
。

（
十
五
）
文
化
、
教
育
、
科
学
技
術
、
医
薬
衛
生
等
各
界
の
知
名
人
士
。
（
十
六
）

少
数
民
族
の
重
要
人
物
、
華
僑
の
知
名
人
士
、
宗
教
界
の
有
名
人
士
な
ど
。
（
十

七
）
秘
密
結
社
の
指
導
者
、
土
匪
や
黄
色
労
働
組
合
の
首
領
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
以
上
の
項
目
を
｝
瞥
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
本
計
画
が
包
含
し
よ
う
と
し
て

い
る
人
物
は
非
常
に
広
範
囲
に
わ
た
つ
て
い
る
。
人
物
伝
は
約
一
〇
〇
〇
名
、

人
名
辞
典
は
約
四
〇
〇
〇
名
の
人
物
の
収
録
を
予
定
し
て
い
る
。
問
題
は
、
本

書
の
編
老
た
ち
が
民
国
史
研
究
に
い
か
な
る
意
義
を
見
出
し
、
そ
れ
が
本
書
の

な
か
に
い
か
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
さ
ら
に
は
、
編
者

の
立
場
を
離
れ
て
、
民
国
史
の
研
究
が
中
国
現
代
政
治
史
の
研
究
全
体
に
対
し

て
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
か
と
い
う
こ
と
も
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
本
書
の
編
者
の
一
人
で
あ
る
孫
思
白
氏
が
『
教
学
与
研
究
』
一
九
七

九
年
第
三
号
に
「
関
与
編
写
《
中
華
民
国
史
》
工
作
的
進
展
情
況
与
問
題
」
と

題
す
る
論
文
を
発
表
し
て
い
る
の
で
、
私
は
こ
の
論
文
を
参
照
し
つ
つ
、
以
上

の
問
題
を
論
じ
て
い
こ
う
と
思
う
。

三

　
　
な
ぜ
中
華
民
国
史
を
研
究
す
る
の
か
。
孫
思
白
氏
に
よ
る
と
、
民
国
史
は

「
最
後
の
搾
取
階
級
政
権
の
『
時
代
史
』
　
（
断
代
史
）
」
で
あ
り
、
「
政
治
上
あ

る
い
は
政
権
上
か
ら
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
「
『
政
治
は
経
済
の
集
中
的
表

　
　
　
紹
介
と
批
評

現
で
あ
る
』
か
ら
、
政
治
の
面
か
ら
一
時
代
の
興
亡
を
研
究
す
る
と
い
う
理
由

か
ら
も
、
一
時
代
の
文
献
を
整
理
・
保
存
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
そ
の
研

究
は
理
に
か
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
」
か
か
る
理
由
か
ら
、
孫
氏
は
今
ま
で
の

民
国
史
研
究
の
空
白
を
埋
め
る
必
要
性
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
著

者
は
、
な
ぜ
民
国
史
の
研
究
が
今
ま
で
軽
視
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
に
は

答
え
て
い
な
い
。

　
一
九
〇
五
～
一
九
四
九
年
の
時
期
を
扱
う
民
国
史
は
一
九
一
九
～
一
九
四
九

年
の
時
期
を
扱
う
従
来
の
中
国
現
代
（
革
命
）
史
あ
る
い
は
新
民
主
主
義
革
命

史
と
時
代
区
分
の
点
に
お
い
て
異
な
る
。
し
か
も
孫
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

民
国
史
の
主
要
な
対
象
は
「
人
民
」
で
は
な
く
、
「
統
治
階
級
」
で
あ
る
。
し

た
が
つ
て
、
民
国
史
の
こ
の
よ
う
な
性
格
と
従
来
の
中
国
現
代
史
と
の
関
係
が

解
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
書
も
こ
の
点
を
意
識
し
て
い
る
。
「
前
言
」
は
、
民
国
史
の
執
筆
に
あ
た

つ
て
は
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
、
レ
ー
ニ
ン
主
義
、
毛
沢
東
思
想
を
指
導
方
針
と

す
る
こ
と
を
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
決
し
て
中
国
封
建
時
代
の
伝
統
的
歴

史
編
纂
の
方
法
を
踏
襲
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
か
ん

し
て
、
孫
思
白
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
中
国
歴
代
の
歴
史
編
纂
は
「
統
治
階

級
を
主
体
と
し
て
い
た
。
」
し
か
る
に
、
民
国
史
の
執
筆
は
「
人
民
の
利
益
か
ら

出
発
し
、
人
民
の
立
場
に
立
つ
て
統
治
階
級
の
活
動
を
評
価
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
．
毛
沢
東
思

想
、
あ
る
い
は
人
民
の
立
場
に
立
つ
限
り
、
民
国
史
は
、
時
代
区
分
に
お
い
て

新
民
主
主
義
革
命
史
と
異
な
り
、
叙
述
の
主
要
な
対
象
が
民
国
期
の
統
治
階
級

で
あ
る
と
し
て
も
正
当
化
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
こ
で
は
人
民
の
立
場
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
一
四
七
三
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

人
民
に
反
対
す
る
立
場
、
あ
る
い
は
革
命
と
反
革
命
と
の
区
別
が
原
則
的
に
承

認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
民
国
期
の
統
治
階
級
を
一
律
に
反
動
的
・

反
革
命
的
と
規
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
例
え
ば
孫
氏
は
、
辛
亥
革
命
直

後
の
南
京
臨
時
政
府
時
期
や
広
州
国
民
政
府
時
期
を
反
動
的
で
は
な
い
と
規
定

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
を
貫
く
の
は
、
民
国
史
に
登
場
す
る
人
物
や
事

件
が
人
民
“
中
国
共
産
党
の
立
場
に
と
つ
て
有
益
か
ど
う
か
と
い
う
視
角
で
あ

る
。
し
か
し
、
「
前
言
」
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
で
は
で
き
る
だ

け
事
実
の
検
証
を
経
た
叙
述
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
過
度
な
評
価
は
抑
制
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
本
書
な
ら
び
に
孫
思
白
氏
の
論
文
の
関
心
は
、

人
民
の
立
場
あ
る
い
は
中
共
が
現
代
史
に
対
し
て
従
来
と
つ
て
ぎ
た
立
場
を
、

い
か
に
矛
盾
な
く
民
国
史
に
適
用
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
．
こ
の
民
国
史
編
纂
計
画
に
欠
落
し
て
い
る
視
角
は
、
民
国
史
の
研
究
が
従

来
の
現
代
（
革
命
）
史
あ
る
い
は
新
民
主
主
義
革
命
史
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
孫
氏
は
、
人
民
の
立
場
に
立
つ
限
り
民
国
史

と
革
命
史
は
そ
の
分
析
対
象
を
異
に
す
る
に
す
ぎ
ず
、
両
者
は
相
互
補
完
的
関

係
に
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
民
国
史
そ
れ
自
体
の
研
究
は
、
人
民
の

立
場
に
立
つ
て
書
か
れ
た
と
い
う
革
命
史
の
修
正
な
い
し
は
調
整
を
迫
る
、
と

い
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。
例
え
ば
、
民
国
史
の
研
究
に
お
い
て
、
中
共
が

対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
反
革
命
の
力
が
解
明
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
の

こ
と
は
、
中
共
と
反
革
命
勢
力
と
の
客
観
的
力
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
中
共
の

立
場
を
そ
の
当
時
の
政
治
情
況
の
な
か
で
相
対
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
、
革
命
史
に
お
け
る
中
共
の
政
策
の
進
歩
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
　
（
一
四
七
四
）

性
格
と
と
も
に
、
力
関
係
の
点
か
ら
な
ぜ
そ
の
政
策
を
実
行
し
え
な
か
つ
た
か

と
い
う
限
界
、
そ
の
限
界
を
前
提
と
し
た
場
合
の
政
策
そ
れ
自
体
の
妥
当
性
に

も
問
題
を
投
げ
か
け
る
可
能
性
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
民
国
史
は
、

中
共
と
そ
の
他
の
政
治
勢
力
と
の
相
互
作
用
か
ら
な
り
立
つ
て
い
る
と
い
う
側

面
を
有
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
民
国
史
の
研
究
は
、
中
共
の
政
策
を
そ
れ
自
体

と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
政
治
勢
力
の
政
策
と
の
対
比
の
な
か
で
評
価
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
つ
ぎ
に
、
本
書
の
も
つ
特
徴
を
若

干
の
具
体
的
例
に
あ
た
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

四

　
本
書
の
第
一
の
か
つ
最
大
の
特
徴
は
、
人
民
ロ
中
共
の
立
場
に
立
つ
て
、
収

録
さ
れ
た
人
物
を
評
価
し
、
革
命
と
反
革
命
と
を
戴
然
と
区
別
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
孫
文
に
つ
い
て
執
筆
し
て
い
る
尚
明
軒
氏
は
、
中
国
同
盟
会
が
「
中

国
最
初
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
政
党
」
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
れ
て
き
た
三
民
主

義
が
「
一
つ
の
比
較
的
整
つ
た
民
主
主
義
革
命
の
政
綱
で
あ
り
、
旧
民
主
主
義

革
命
時
期
の
歴
史
的
特
徴
を
反
映
し
て
い
る
」
と
評
価
し
て
い
る
そ
こ
で
は
、

同
盟
会
の
立
場
と
保
皇
党
の
立
場
と
の
対
立
が
革
命
対
反
革
命
の
図
式
で
理
解

さ
れ
る
。
さ
ら
に
著
者
は
、
毛
沢
東
の
立
場
を
踏
襲
し
て
国
民
党
一
全
大
会
で

表
明
さ
れ
た
三
民
主
義
を
、
新
民
主
主
義
革
命
段
階
に
お
け
る
連
ソ
・
連
共
・

労
農
扶
助
の
三
民
主
義
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
結
局
孫
文
は
、
中
国
の
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革
命
の
先
駆
者
、
偉
大
な
民
主
主
義
革
命
家
、
中
華
民
国
の

創
始
者
」
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
孫
文
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
革

命
の
枠
内
で
そ
の
革
命
性
が
高
く
評
価
さ
れ
る
。



　
民
国
初
期
の
い
ま
一
人
の
指
導
者
で
あ
る
衰
世
凱
に
対
す
る
評
価
は
孫
文
と

対
照
的
で
あ
る
、
李
宗
一
氏
が
そ
の
執
筆
に
あ
た
つ
て
い
る
。
嚢
世
凱
は
「
北

洋
軍
閥
反
動
集
団
」
の
首
領
で
あ
り
、
戊
戌
の
変
法
に
お
い
て
変
法
派
を
裏
切

り
、
義
和
団
の
運
動
を
弾
圧
し
た
。
彼
は
辛
亥
革
命
勃
発
後
「
大
地
主
大
買
弁

階
級
専
政
の
北
洋
軍
閥
政
府
」
を
樹
立
し
、
以
後
中
国
の
「
独
裁
専
制
的
統
ご

を
目
指
し
た
「
大
野
心
家
、
大
陰
謀
家
」
で
あ
つ
た
。

　
本
書
の
著
者
た
ち
は
、
蒋
介
石
な
ら
び
に
彼
の
指
導
下
の
国
民
党
に
対
し
て

も
厳
し
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。
孫
文
の
項
目
の
と
こ
ろ
で
著
者
の
尚
明
軒
氏

は
、
黄
哺
軍
官
学
校
の
設
立
と
発
展
の
な
か
で
蒋
介
石
が
果
し
た
役
割
を
完
全

に
無
視
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
民
国
史
の
時
代
区
分
の
な
か
に
一
層
明
確
に

反
映
し
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
民
国
史
の
第
二
の
時
期
で
あ
る
北

洋
軍
閥
政
府
の
統
治
と
第
三
の
時
期
で
あ
る
国
民
党
政
府
の
統
治
と
の
分
期
は

一
九
二
七
年
に
あ
つ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
年
は
蒋
介
石
に
よ
る
四
・
一

二
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
と
武
漢
政
府
の
崩
壊
が
あ
つ
た
年
で
あ
る
。
し
か
し
、
北

洋
軍
閥
の
統
治
の
崩
壊
は
通
常
は
一
九
二
八
年
の
国
民
党
に
よ
る
北
伐
の
完
成

を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
本
書
が
時
代
区
分
の
分
期
点
と

し
て
一
九
二
七
年
を
と
つ
て
い
る
こ
と
は
、
国
民
党
に
よ
る
北
伐
の
完
成
よ
り

も
、
蒋
介
石
の
指
導
下
に
お
け
る
国
民
党
の
反
共
化
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
、
そ
れ
だ
け
蒋
介
石
に
対
す
る
厳
し
い
評
価
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
し
た
が
つ
て
本
書
は
、
蒋
介
石
と
行
動
を
共
に
し
た
人
々
、
例

え
ば
、
陳
其
美
、
杜
月
笙
に
対
し
て
も
反
革
命
と
し
て
厳
し
く
評
価
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
軍
閥
、
国
民
党
と
の
対
決
に
加
え
て
、
本
書
の
革
命
対
反
革
命
の
図
式
の
な

紹
介
と
批
評

か
で
い
ま
一
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
に
立
つ
た
、
無
政

府
主
義
者
、
改
良
的
社
会
主
義
者
に
対
す
る
態
度
で
あ
る
。
そ
の
一
例
を
あ
げ

れ
ば
、
儒
学
者
劉
師
培
は
一
九
〇
七
年
突
如
無
政
府
主
義
に
改
宗
し
、
や
が
て

翌
年
清
朝
の
両
江
総
督
端
方
の
ス
パ
イ
と
な
り
、
後
年
嚢
世
凱
の
帝
制
を
支
持

す
る
に
い
た
る
。
辛
亥
革
命
直
後
に
改
良
的
社
会
主
義
に
も
と
づ
い
て
中
国
社

会
党
を
組
織
L
た
江
充
虎
は
、
後
年
注
精
衛
の
南
京
偲
儲
政
権
に
参
加
す
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
に
対
す
る
評
価
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
立
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
に
加
え
て
、
後
年
の
反
革
命
的
立
場
へ
の
移
行
に
よ
つ
て
、
極
め
て
厳
し
い

も
の
に
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
中
問
派
的
人
物
に
対
す
る
本
書
の
態
度
は
、
反
革
命
派
に
対
す
る
の
と
は
異

な
る
。
こ
の
点
を
票
元
培
と
郡
演
達
の
例
に
よ
つ
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し

よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
察
元
培
は
光
復
会
、
同
盟
会
の
会
員
で
あ
り
、
五
・

四
運
動
当
時
は
北
京
大
学
の
学
長
で
あ
つ
た
。
著
者
の
宗
志
文
氏
は
、
「
《
五

四
》
前
後
の
新
旧
の
思
想
闘
争
の
な
か
で
、
彼
（
察
元
培
）
は
基
本
的
に
は
新

文
化
を
擁
護
す
る
立
場
に
立
つ
て
口
語
文
を
提
唱
し
、
文
語
文
に
反
対
し
た
。

（
彼
は
）
科
学
と
民
主
の
新
思
想
を
提
唱
し
、
封
建
主
義
の
旧
思
想
、
旧
礼
教

に
反
対
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
革
命
的
役
割
も
一
九
二
七
年

の
蒋
介
石
の
反
共
化
に
つ
れ
て
反
革
命
の
側
に
移
行
し
た
。
つ
ま
り
察
元
培
は
、

「
蒋
介
石
の
側
に
立
つ
て
国
民
党
右
派
に
追
随
し
、
清
党
運
動
に
参
加
し
、
革

命
に
反
対
し
た
」
の
で
あ
る
。
満
州
事
変
直
後
彼
は
、
一
九
三
二
年
に
宋
慶
齢

等
と
中
国
民
権
保
障
同
盟
を
結
成
し
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線
に
積
極
的
に
賛
成

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
革
命
の
戦
列
に
復
帰
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
察
元

培
が
中
共
の
主
張
す
る
革
命
の
側
に
あ
つ
た
時
期
と
そ
う
で
な
か
つ
た
時
期
と

に
よ
つ
て
選
択
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
．コ

九
　
（
｝
四
七
五
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

　
郡
演
達
は
、
軍
人
と
し
て
国
民
党
改
組
の
過
程
で
拾
頭
し
、
武
漢
政
府
で
中

共
と
協
力
し
て
も
つ
と
も
急
進
的
な
大
衆
運
動
路
線
を
追
求
し
た
国
民
党
左
派

の
指
導
者
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
国
共
分
裂
後
彼
は
、
一
九
三
〇
年
に
中
国
国

民
党
臨
時
行
動
委
員
会
（
第
三
党
）
を
結
成
し
、
反
共
・
反
蒋
の
立
場
を
表
明

し
た
。
著
者
の
傅
洪
奎
、
周
天
度
の
両
氏
は
、
郡
演
達
の
反
共
的
側
面
に
つ
い

て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
彼
は
「
共
産
主
義
革
命
は
西
側
の
資
本
主
義

が
比
較
的
発
達
し
た
国
家
で
の
み
起
こ
り
う
る
に
す
ぎ
ず
、
中
国
は
前
期
資
本

主
義
社
会
で
あ
つ
て
、
労
働
者
階
級
の
力
は
弱
く
、
人
口
の
多
い
中
国
農
民
を

指
導
し
、
農
民
の
土
地
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
誤
つ
た

認
識
を
も
つ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
《
中
国
共
産
党
は
中
国
革
命
問
題
を
決

し
て
解
決
で
き
な
い
》
な
ど
と
勝
手
な
こ
と
を
言
つ
て
い
る
」
と
。
し
か
し
本

書
で
は
、
郡
の
反
共
よ
り
も
反
蒋
の
側
面
が
一
層
重
視
さ
れ
る
。
「
郡
演
達
は

終
始
主
要
な
ほ
こ
先
を
蒋
介
石
の
反
革
命
統
治
に
向
け
、
革
命
を
や
ろ
う
と
す

れ
ば
ま
ず
反
蒋
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
め
て
い
た
」
。
つ
ま
り
、
鄙
演
達

は
そ
の
一
貫
し
た
反
蒋
的
姿
勢
に
よ
つ
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
い
く
つ
か
の
例
を
通
し
て
異
な
つ
た
政
治
的
立
場
の
人
物
に
対
す
る

評
価
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
の
評
価
の
基
準
と
な
つ
て
い
た
の
は
人
民
腿
中

共
の
立
場
と
相
容
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
革
命
か
反
革
命

か
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
本
書
の
「
前
言
」
で
提
示

さ
れ
た
民
国
史
研
究
の
基
本
方
針
は
貫
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に

そ
の
方
針
は
明
確
で
あ
る
が
、
本
書
の
記
述
そ
れ
自
体
は
、
「
前
言
」
な
ら
び

に
孫
思
白
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
罵
倒
す
る
表
現
を
避
け
、

着
事
な
事
実
の
解
明
に
基
づ
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
れ
が
本
書
の
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
　
（
一
四
七
六
）

の
特
徴
で
あ
る
。
再
び
尚
明
軒
氏
執
筆
の
孫
文
の
例
に
も
ど
つ
て
み
よ
う
。
そ

こ
で
は
孫
文
の
著
作
の
原
文
、
『
民
国
日
報
』
等
の
新
聞
、
あ
る
い
は
当
時
の

雑
誌
ま
で
掘
り
お
こ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
台
湾
側
の
『
革
命
文
献
』
、
目
本

の
『
犬
養
毅
伝
』
、
ア
メ
リ
カ
の
　
竃
”
ユ
ロ
の
甲
冒
霧
①
P
↓
書
誉
鷺
ミ
亀

§
織
の
§
憎
ミ
ら
§
な
ど
も
参
照
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
民
国
史
の

研
究
を
単
な
る
政
治
的
啓
蒙
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
本
格
的
な
政
治

史
研
究
の
一
部
と
し
て
と
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
今
日
の
中
国
歴
史
学
界
の

方
向
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
本
書
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
の
選
択
に
つ
い
て
二
言
記
し

て
お
き
た
い
と
思
う
。
先
に
例
示
し
た
政
治
家
以
外
に
、
本
書
に
穆
繭
初
、
呉

緯
初
の
よ
う
な
資
本
家
、
陶
行
知
の
よ
う
な
教
育
家
、
羅
振
玉
の
よ
う
な
学
者

な
ど
多
方
面
の
人
物
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
し
か
し
、
そ
の
人

選
は
系
統
性
を
欠
く
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
軍
閥
に
つ
い
て

み
る
と
、
段
旗
瑞
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
競
争
相
手
で
あ
る
漏
国

璋
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
国
民
党
に
つ
い
て
み
て
も
、
胡
漢
民
は
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
晩
年
の
孫
文
に
関
係
の
深
か
つ
た
彦
仲
榿
、
注
精
衛
、

蒋
介
石
ら
の
指
導
者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
本
書
は
『
民
国
人
物
伝
』
の
第
一

巻
で
あ
り
、
収
録
予
定
一
〇
〇
〇
人
中
六
五
人
を
扱
つ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

し
た
が
つ
て
、
全
体
の
人
選
に
つ
い
て
は
今
後
本
書
の
完
成
を
待
た
な
け
れ
ぽ

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
は
以
上
の
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
中
国
歴
史

学
界
に
お
け
る
民
国
史
研
究
の
成
果
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
続
刊

が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
一
九
七
八
　
中
華
書
局
刊
　
四
〇
八
頁
）
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